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生物多様性は復興に
どんな役割を果たしたか
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地域の自然や生態系、生物多様性を活かした復興は可
能なはずである。
しかし、甚大な被害を前に「生物多様性」に耳を傾け
る人がいるのか。恐る恐る被災地に入った生態学者と
仲間たちが現場で出会ったのは…。各地の経験から「海
と田んぼからのグリーン復興」の可能性を探る。東日
本大震災の報告にとどまらず、その後に起きた様々な
自然災害からの復興や、地域の持続可能性に関係する
さまざまな示唆を含んでいる書である。

序 生物多様性は復興に必要である
Ⅰ 山と海のつながりが町を復活させる
 ―南三陸町のチャレンジ
Ⅱ 松島湾のめぐみが復興を支える
 ―浦戸諸島の自然に生きる
Ⅲ　グリーン復興の可能性を探る
Ⅳ 防潮堤は必要なのか
むすび　生物多様性や生態系は復興に
　　　　どんな役割を果たしたか
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